
事
前
に
参
加

予
定
者
に
、
研

究
用
で
す
が
抗

原
検
査
キ
ッ
ト

を
配
布
し
て
、

直
前
に
自
宅
で

検
査
を
実
施
し

て
か
ら
の
参
加

と
し
、
会
場
の

広
さ
や
換
気
、
消

毒
・
検
温
な
ど
万

全
の
対
策
を
取
っ

て
、
招
集
型
で
開
催
し
、
８
月

21
日
（
日
）
合
計
52
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

「
『
群
会
議
オ
ル
グ
』
の
と

り
く
み
～
後
継
者
育
成
に
向
け

て
～
」
と
題
し
て
、
豊
島
支
部

の
大
浦
康
昭
書
記
長
・
寺
島
耕

平
副
主
任
書
記
か
ら
、
都
心
区

で
も
、
地
域
分
会
・
群
や
若
手

が
奮
闘
し
て

い
る
豊
島
支

部
の
経
験
、

実
状
と
思
い

を
聞
き
ま
し

た
。先

に
本
部

の
分
会
活
動

経
験
交
流
集

会
用
に
作
成

し
た
豊
島
支

部
の
活
動
を

紹
介
す
る
動

画
を
視
聴
し

ま
し
た
が
、

取
り
組
み
が

活
発
で
、
参

加
者
も
び
っ

く
り
し
た
様

子
で
し
た
。

「
支
部
に
よ
っ
て
や
り
方
が

違
う
事
が
わ
か
っ
た
」
「
よ
い

と
こ
ろ
は
（
新
宿
）
支
部
で
も

取
り
入
れ
た
い
」
「
顔
が
見
え

る
こ
と
が
大
事
」
「
コ
ロ
ナ
で

も
、
出
来
る
事
を
や
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
秋
の
拡
大
月
間

の
提
案
や
会
館
再
生
に
関
わ
る

組
合
費
５
０
０
円
引
き
上
げ
の

周
知
の
訴
え
も
行
い
、
そ
れ
を

受
け
て
、
約
２
年
半
振
り
と
な

る
分
散
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

編集・発行人
東京土建一般労働組合新宿支部

新宿区北新宿4‐33‐9新建ビル
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先
日
、
つ
い
に

流
行
病
を
患
っ
て

し
ま
っ
た
▼
身
体

の
だ
る
さ
を
感
じ

検
温
、
微
熱
を
確

認
。
「
も
し
か
し

て
!?
」
と
思
い
、

解
熱
剤
を
服
用
し

つ
つ
国
が
運
営
す
る
検
査
場
へ
。

抗
原
検
査
で
陽
性
反
応
が
。
そ
の

先
の
検
査
に
は
進
め
ず
退
場
。
す

ぐ
さ
ま
そ
の
足
で
発
熱
外
来
へ
向

か
う
。
感
染
証
明
・
処
方
箋
の
発

行
や
各
方
面
へ
の
電
話
連
絡
等
々

を
し
つ
つ
帰
宅
す
る
ま
で
バ
タ
バ

タ
と
過
ご
す
。
帰
宅
後
は
東
京
都

自
宅
療
養
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
食
料
調
達
を
申
し
出
た
。

『
食
料
提
供
逼
迫
状
態
』
故
に

出
し
渋
り
は
あ
っ
た
も
の
の
無
事
、

調
達
ク
リ
ア
し
概
ね
準
備
完
了
斯

く
し
て
約
１
週
間
に
渡
る
自
宅
立

て
籠
も
り
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
っ
た
▼
症
状
と
し
て
は
風
邪
を

キ
ツ
め
に
し
た
カ
ン
ジ
で
、
と
に

か
く
倦
怠
感
が
酷
く
病
気
慣
れ
し

て
な
い
自
分
に
は
久
々
、
記
憶
に

残
る
辛
い
体
験
で
あ
っ
た
▼
警
戒

は
し
て
い
た
。
し
て
い
た
の
だ
が
、

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
感
染
経

路
な
ど
も
は
や
判
ら
ず
感
染
し
た

ら
「
も
う
、
仕
方
が
な
い
」
の

で
あ
る
。
い
わ
ば
も
う
、
す
ぐ

ソ
コ
に
あ
る
危
機
!!
的
な
距
離
に

ヤ
ツ
ら
は
居
る
の
で
あ
る
。
対
す

る
意
識
と
警
戒
態
勢
の
レ
ベ
ル
を

上
げ
て
の
行
動
を
心
掛
け
た
い
モ

ノ
で
あ
る
。

【
教
宣
部
員

山
口

真
彦
】

し ん じ ゅ く

（１）

●ご相談ください●
税金・法律・経営・

不払い・融資・労働

・コロナ・生活
まずは支部へ電話でご連

絡ください。

拡大月間に弾みをつける取り組みとなった

―

２
面
に
続
く
―

豊島支部の経験に学ぶ

２年半振りとなった分散会



日
本
維

新
の
会
の

小
野
た
い

す
け
衆
議

院
議
員
は
、

昨
年
の
総
選

挙
で
東
京
1

区
か
ら
立
候

補
し
、
東
京

1
区
で
は
惜

敗
し
ま
し
た

が
、
比
例
代

表
で
復
活
し

１
期
目
の
当
選
。
山
田
み
き
衆
議

院
議
員
は
、
昨
年
の
総
選
挙
で
は

東
京
１
区
で
４
期
目
の
当
選
。
こ

の
夏
に
行
わ
れ
た
第
二
次
岸
田
内

閣
で
は
環
境
副
大
臣
に
任
命
、
海

江
田
万
里
衆
議
院
議
員
は
、
総
選

挙
で
は
惜
敗
し
た
も
の
の
比
例
で

復
活
し
８
期
目
の
当
選
に
。
国
会

で
は
衆
議
院
副
議
長
の
重
役
を
務

め
て
い
ま
す
。

日
本
維
新
の
会
の
小
野
た
い
す

け
衆
議
院
議
員
と
の
懇
談
・
要
請

で
は
、
建
設
国
保
育
成
・
強
化
に

つ
い
て
、
「
国
保
組
合
へ
の
要
請

は
理
解
し
ま
し
た
。
国
保
組
合
の

役
割
は
重
要
と
思
う
。
要
請
に
は

前
向
き
に
検
討
し
協
力
し
て
い
き

ま
す
」
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
賛
同

署
名
に
つ
い
て
は
「
こ
の
問
題
は

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
維
新
と

し
て
も
、
部
内
で
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
」
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
は
、
「
要
請
は
承
知
し
た
。

周
知
と
言
う
点
で
は
、
遅
れ
て
い

る
と
思
う
。
事
業
者
の
み
な
さ
ん

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
対
応
し
ま

す
」
と
返
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
の
山
田
み
き

衆
議
院
議
員
と
の
懇
談
・
要
請

で
は
、
建
設
国
保
育
成
・
強
化
に

つ
い
て
は
、
「
毎
年
の
国
保
組
合

へ
の
要
請
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。

国
保
組
合
の
役
割
は
重
要
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
各
担
当
へ
伝
え
て

い
き
ま
す
」
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

賛
同
署
名
に
つ
い
て
、
「
環
境
副

大
臣
で
も
あ
り
、
こ
の
問
題
は
重

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
直
接
の
担

当
で
は
な
い
が
、
話
し
て
お
き
ま

す
」
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
は
、
「
私
個
人
的
に
は
反
対
。

周
知
と
い
う
点
で
は
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も

税
収
は
数
千
億
円
程
度
に
し
か

な
ら
な
い
」
と
返
答
い
た
だ
き

ま
し
た
。

無
所
属
の
海
江
田
万
里
衆

議
院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）

と
の
懇
談
・
要
請
で
は
、
建
設

国
保
育
成
・
強
化
に
つ
い
て
は
、

「
毎
年
の
国
保
組
合
へ
の
要
請

は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
国
保

組
合
の
役
割
は
重
要
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
各
担
当
へ
言
っ
て

お
く
」
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
賛

同
署
名
に
つ
い
て
は
、
「
副
議

長
の
立
場
な
の
で
署
名
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
問
題

は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
関

係
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
話
し
て

お
き
ま
す
」
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
は
、
「
要
請
は
承

知
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は

事
業
者
に
多
大
な
事
務
作
業
に
も

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
だ
周
知
は
遅

れ
て
い
る
の
で
、
来
年
10
月
に

間
に
合
う
か
ど
う
か
？
関
係
す
る

部
署
と
も
相
談
し
て
い
く
と
の
こ

と
。
税
収
と
い
う
な
ら
、
輸
出
戻

し
税
等
の
対
策
も
必
要
と
思
っ
て

い
る
」
と
返
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
人
の
国
会
議
員
と
の
懇
談
・

要
請
で
は
、
国
会
議
員
へ
の
自
分

た
ち
の
要
求
を
届
け
て
い
く
の
は

重
要
な
取
り
組
み
で
、
継
続
的
な

懇
談
・
要
請
は
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
思
い
ま
し
た
。

２０２２年９月１０日(土曜日) し ん じ ゅ く 第７３１号
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山田美樹衆議院議員

豊
島
支
部
の
各
分
会
が
持
っ

て
い
る
常
設
セ
ン
タ
ー
に
話
題

が
集
中
し
た
分
散
会
も
あ
り
、

現
金
と
振
り
込
み
で
は
ま
っ
た

く
違
う
納
入
問
題
の
話
が
中
心

に
な
っ
た
分
散
会
、
若
手
の
組

合
員
の
活
動
や
役
員
の
世
代
交

代
の
豊
島
支
部
の
話
題
の
続
き

が
中
心
に
な
っ
た
分
散
会
等
が

あ
り
ま
し
た
。
全
体
会
で
は
発

言
が
し
づ
ら
い
様
な
こ
と
も
飛

び
出
す
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意

見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

全
体
会
で
、
分
散
会
報
告
、

共
済
推
進
の
訴
え
、
各
分
会
か

ら
の
一
言
発
言
、
ま
と
め
と
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

半
日
で
す
が
、
有
意
義
な
活

動
者
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
経
て
、
久
し
ぶ
り
に

意
見
を
交
わ
し
合
う
新
宿
支
部

の
勢
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

拡
大
月
間
に
弾
み
を
つ
け
、
大

き
く
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小野たいすけ衆議院議員

各分散会で様々な話題が話し合われた

最後は団結が
んばろうで締
めくくられた



毎
年
夏
に
、
新
宿
区
議
会
会
派

に
申
し
入
れ
、
時
間
を
と
っ
て
も

ら
い
、
支
部
四
役
が
懇
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

７
月
27
日
（
水
）
新
宿
区
議

会
公
明
党
、
８
月
４
日
（
水
）
日

本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団
、

８
月
９
日
（
日
）
立
憲
民
主
党
無

所
属
ク
ラ
ブ
、
８
月
29
日
（
月
）

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

と
懇
談
し
ま
し
た
。

支
部
が
昨
年
６
月
、
区
議
会
に

提
出
し
た
陳
情
が
、
１
年
以
上
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
る
件
に
つ
い

て
、
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
陳
情

は
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補

償
給
付
金
の
制
度
に
国
だ
け
で
は

な
く
建
材
メ
ー
カ
ー
も
拠
出
す
る

制
度
と
す
る
様
に
、
国
に
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
内
容
で
す
。
自

民
党
よ
り
、
「
文
言
等
改
め
て
見

直
し
て
み
る
」
と
の
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
支
部
で
は
、
本
部
作

成
の
ひ
な
形
を
提
示
し
て
、
採
択

に
向
け
て
再
度
要
請
等
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
の
独
自
制

度
に
関
す
る
資
料
を
元
に
、
新
宿

区
は
給
食
費
の
値
上
げ
要
請
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
何

か
で
き
な
い
か
と
い
う
視
点
で
お

話
を
し
ま
し
た
。

他
の
自
治
体
で
は
、
燃
料
高
騰

対
策
（
ガ
ソ
リ
ン
代
等
）
や
、
コ

ロ
ナ
に
関
す
る
助
成
（
工
事
費
補

助
や
現
金
給
付
等
）
、
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
助
成
や
、
エ
ア
コ
ン
設
置

費
助
成
等
、
様
々
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
点
で
は
、
「
今
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
費
助
成
が
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
の
お

話
が
あ
り
、
参
加
し
た
四
役
も
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
流
れ
に

な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
、
小
零
細
事
業
者
に
は

死
活
問
題
と
な
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
出
し
、

延
期
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
が

全
国
の
自
治
体
で
採
択
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。引

き
続
き
諸
運
動
と
関
連
さ
せ

て
、
各
会
派
に
は
、
理
解
と
協
力

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
大
山
と
も

子
都
議
と
の
懇
談
・
要
請

で
は
、
建
設
国
保
へ
の
賛

同
署
名
で
は
、
「
建
設
職

人
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
、
共
に
頑
張
り
ま
す
」
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
森
口

つ
か
さ
都
議
と
の
懇
談
・

要
請
で
は
、
「
建
設
国
保

拡
充
の
た
め
に
、
共
に
頑

張
り
ま
す
」
、
公
明
党
の

古
城
ま
さ
お
都
議
と
の
懇

談
・
要
請
で
は
、
「
建
設
国
保

の
意
義
と
使
命
の
重
要
性
を
鑑

み
て
、
重
要

な
取
り
組
み

で
す
」
、
自

由
民
主
党
の

吉
住
は
る
お

都
議
と
の
懇

談
・
要
請
で
は
、
「
地
域
に
も

一
人
親
方
の
職
人
も
い
る
の
で
、

職
人
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
工
事
・
調
査
者
講

習
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

中
止
、
延
期
、
東
京
都
の

水
源
地
「
桧
原
村
」
に
、

産
業
廃
棄
物
焼
却
場
を
建

設
問
題
に
つ
い
て
も
懇
談

し
、
建
設
産
業
、
地
域
の

発
展
の
た
め
に
も
お
力
添

え
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。

新
宿
支
部
は
都
議
会
議
員
へ

の
要
請
と
し
て
、
建
設
国
保
へ

の
都
費
賛
同
署
名
と
、

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
者
・

除
去
問
題
、
な
ら
び
に

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
あ

げ
、
８
月
８
日
（
月
）

に
日
本
共
産
党
の
大
山

と
も
子
都
議
（
８
期
目
）
、
８

月
23
日
（
火
）
に
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
森
口
つ
か
さ
都
議
（
２

期
目
）
、
８
月
24
日
（
水
）
に

公
明
党
の
古
城
ま
さ
お
都
議

（
２
期
目
）
、
８
月
29
日
（
月
）

に
自
由
民
主
党
の
吉
住
は
る
お

都
議
（
１
期
目
）
へ
懇
談
要
請
・

２０２２年９月１０日(土曜日) し ん じ ゅ く 第７３１号

（３）

古城まさお都議

吉住はるお都議 森口つかさ都議

大山ともこ都議

公明党

日本共産党

立憲民主党



猛
暑
の
続
く
８
月
の

初
め
、
原
水
爆
禁
止
２

０
２
２
年
世
界
大
会
に

参
加
し
て
き
た
。

こ
こ
数
年
は
オ
ン
ラ

イ
ン
方
式
で
の
開
催
で

あ
っ
た
が
、
此
度
は
数

年
振
り
の
通
常
開
催
と

い
う
こ
と
で
、
全
国
い

た
る
所
か
ら
数
多
く
の

代
表
団
が
集
結
す
る
と

の
こ
と
。

東
京
土
建
新

宿
支
部
は
、
何

時
も
お
世
話
に
な
っ
て
る
新
宿
原

水
協
さ
ん
に
合
流
参
加
し
、
新
宿

代
表
団
と
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
。

４
日
（
木
）
、
快
晴
と
は
言
い

難
い
生
憎
の
天
気
で
ス
タ
ー
ト
し

た
初
日
。
新
幹
線
で
一
路
、
広
島

へ
。
約
４
時
間
弱
の
電
車
移
動
を

経
て
現
地
広
島
に
到
着
。
前
回
の

２
０
１
６
年
大
会
参
加
以
来
、
数

え
て
実
に
６
年
振
り
の
広
島
入
り

で
あ
る
。

東
京
土
建
新
宿
支
部
は
、
８

月
26
日
（
金
）
に
新
宿
支
部
会

館
４
階
会
議
室
で
、

大
手
現
場
に
従
事

す
る
組
合
員
に
呼

び
か
け
、
大
手
現

場
従
事
者
、
支
部

役
員
、
書
記
局
を

含
め
９
人
で
意
見

交
換
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
、

外
国
人
問
題
、
週

休
２
日
制
、
時
間

外
上
限
規
制
、
建

設
産
業
の
将
来
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
項
目
ご
と
に
感
じ
て
い

る
こ
と
を
発
言
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
で
は
「
誰
が

誰
の
た
め
に
や
っ

て
い
る
わ
か
ら

な
い
シ
ス
テ
ム
」

と
の
声
が
あ
が

り
、
外
国
人
問

題
で
は
「
今
、

現
場
の
殆
ど
が

外
国
人
」
、
週

休
２
日
制
、
時

間
外
上
限
規
制

に
つ
い
て
は

「
法
律
が
そ
う

な
っ
て
も
、
現

場
の
実
態
と
結
び
つ
か
な
い
。

工
期
に
ゆ
と
り
が
な
く
。
賃
金

が
上
が
ら
な
け
れ

ば
出
来
な
い
」
、

建
設
産
業
の
将
来

に
つ
い
て
は
、

「
建
設
業
に
明
る

い
将
来
み
え
な
い
」
、

「
息
子
に
は
継
が

せ
ら
れ
な
い
」
等
、

た
く
さ
ん
の
意
見

が
上
が
り
ま
し
た
。

建
設
業
の
将
来

を
見
据
え
た
東
京

土
建
の
運
動
と
取

り
組
み
が
、
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
ら
た
め

て
浮
彫
り
に
な
っ

た
意
見
交
換
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

２０２２年９月１０日(土曜日) し ん じ ゅ く 第７３１号

（４）

建設産業の問題について意見交換が行われた

―

５
面
に
続
く
―

コロナ禍による制限で、
例年の４分の１程度の参加者

原爆ドーム 建造当初は広島県物産陳列館



然
し
な
が
ら
、
ス
ケ
ー
ル
ダ

ウ
ン
し
た
と
は
い
え
広
島
市
内

に
場
所
を
限
定
し
、
碑
巡
り
と

称
し
た
動
く
分
科
会
は
決
し
て

ラ
デ
ィ
カ
ル
で
は
な
い
け
ど
、

非
常
に
興
味
深
い
『
目
か
ら
鱗

～
』
的
な
お
話
を
２
世
代
被
爆

者
を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
口
伝
で
赤
裸
々
に
生
々
し
く

伺
う
事
が
出
来
た
の
は
大
い
な

る
収
穫
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

米
軍
基
地
や
兵
器
の
配
備
に
つ

い
て
考
え
、
今
後
の
日
本
の
平

和
・
安
全
に
つ
い
て
自
分
の
意

識
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
の
も

原
水
爆
禁
止
イ
ベ
ン
ト
参
加
の

醍
醐
味
の
１
つ
で
は
あ
る
と
は

思
う
。

前
も
っ
て

手
渡
さ
れ
た

資
料
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を

見
る
限
り
い

つ
も
通
り
の

時
間
割
り
と
い
っ
た
少
々
、
詰

め
込
み
感
有
り
な
感
じ
が
払
拭

出
来
な
い
印
象
で
は
あ
る
。
慌

た
だ
し
く
も
マ
ザ
ー
シ
ッ
プ
と

な
る
会
場
へ
と
足
を
運
び
ひ
と

ま
ず
着
座
、
会
場
内
を
見
渡
す
。

想
像
は
し
て
い
た
が
、

例
年
よ
り
ス
ケ
ー
ル
を

縮
小
し
て
の
開
催
と
い

う
こ
と
が
あ
り
あ
り
と

判
る
く
ら
い
の
人
手
。

新
宿
原
水
協
か
ら
の
参

加
人
数
を
考
え
れ
ば
当

た
り
前
の
結
果
で
は
あ

る
の
だ
が
、
何
よ
り
残

念
だ
っ
た
の
は
バ
ス
移

動
に
よ
る
動
く
分
科
会

が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た

事
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
ダ

ウ
ン
だ
。

や
は
り
、
肉
眼
で
見

て
肌
で
感
じ
る
空
気
感
、

ま
さ
に
ラ
イ
ブ
な
そ
の
ソ
レ
を

体
感
し
た
か
っ
た
自
分
に
と
っ

て
唯
一
の
心
残
り
で
あ
っ
た
。

２０２２年９月１０日(土曜日) し ん じ ゅ く 第７３１号

（５）

原爆の子の像

２歳で被爆し、10年後に白血病になり亡くなった禎
子さんの同級生の呼びかけにより日本及び海外からの
募金で１９５８年に建立
「これはぼくらの叫びです これは私たちの祈りです

世界に平和をきずくための」碑文

碑めぐりツアーに参加。被爆者２
世の方々等が直接引率してくれる

義勇隊の碑

当時、国の命令で組織させられており、爆心地からほ
ど近い場所で作業に従事してい た川内村温井地区の１
８０人が亡くなり、１９６４年に遺族により建立された

語り部の方による手作りの
核兵器の世界地図

被爆者の多くはアメリカによる非人道的
な調査により否定的な印象をもっている

広島駅からほど近い
比治山山頂

か
つ
て
は
米
国
主
導
の
原
爆
障

害
調
査
委
員
会(

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ)

、

現
在
で
は
日
米
両
政
府
が
出
資

し
て
い
る
放
射
線
影
響
研
究
所

―

６
面
に
続
く
―



足
が
重
く
、
気
も
遠
ざ
け
る

雨
の
中
、
新
宿
支
部
こ
と
ぶ
き

会
は
、
戦
争
を
語
り
継
ぐ
会
を

８
月
28
日
（
日
）
13
人
の
参
加

で
行
い
ま
し
た
。

秋
葉
原
駅
に
12
時
集
合
、
都

バ
ス
に
て
北
砂
に
あ
る
東
京
大

空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
へ

向
か
い
ま
し
た
。
２
０
０
２
年

に
民
間
の
募
金
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
、
民
立
民
営
の
平
和
博

物
館
で
す
。

１
９
４
５
年
３
月
10
日
、
下

町
一
帯
が
焼
け
野
原
と
化
し
て
、

約
十
万
人
も
の
命
が

消
え
ま
し
た
。
戦
争

中
、
東
京
は
１
０
０

回
以
上
の
空
襲
を
受

け
、
戦
時
下
の
日
常

生
活
を
懸
命
に
生
き

て
い
た
民
間
人
女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
等

が
主
な
犠
牲
者
と
な

り
ま
し
た
。

な
ぜ
東
京
は
空
襲

を
受
け
た
の
か
。
日

本
社
会
は
そ
の
歴
史

や
経
験
と
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
て
き
た

の
か
。
セ
ン
タ
ー
は

一
貫
し
て
「
知
ら
な

い
な
ら
学
ぼ
う
、
知
っ

て
い
る
な
ら
伝
え
よ

う
」
と
い
う
こ
と
を

開
館
以
来
、
目
標
の

一
つ
と
し
て
運
営
を

続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
と
に

か
く
過
去
を
省
み
て
、
広
島
の

過
去
に
何
が
起
き
た
の
か
？
な

ぜ
起
き
た
の
か
？
今
も
続
く
作

用
・
副
作
用
等
々
を
追
究
を
や

め
な
い
未
だ
終
わ
っ
て
な
い
広

島
の
現
状
を
感
じ
る
と
い
う
ま

た
別
の
側
面
か
ら
広
島
を
感
じ

る
と
い
う
の
も
偶
然
と
は
い
え

貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

そ
ん
な
思
い
を
携
え
つ
つ
迎
え

た
６
日
（
土
）
最
終
日
早
朝
。

３
日
間
の
締
め
括
り
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
平
和
記
念
式

典
へ
の
参
加
、
所
謂
、
原
爆
投

下
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
時
刻
に
合

わ
せ
て
献
花
黙
祷
を
捧
げ
恒
久

平
和
を
祈
る
の
為
原
爆
ド
ー
ム

の
あ
る
平
和
記
念
公
園
に
足
を

運
ぶ
の
で
あ
る
。

此
度
は
、
世
の
中
色
々
あ
っ

て
か
、
中
心
部
は
ロ
ー
プ
ア
ウ

ト
さ
れ
厳
戒
態
勢
。
関
係
者
以

外
の
一
般
人
は
ひ
と
巻
き
置
い

た
場
所
か
ら
の
見
学
で
ち
ょ
っ

と
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
も
、

定
刻
に
は
そ
こ
に
参
加
し
て
い

る
人
々
は
低
く
こ
う
べ
を
垂
れ

て
黙
祷
。
街
中
で
は
一
瞬
、
路

面
電
車
や
車
す
ら
、
停
ま
っ
て

亡
き
魂
に
対
し
冥
福
を
祈
る
の

で
あ
る
。
今
回
３
度
目
の
広
島

来
訪
を
果
た
し
た
。

「
今
回
３
度
目
の
広
島
来
訪

を
果
た
し
た
」
表
現
が
正
し
い

か
否
か
判
ら
な
い
け
ど
、
こ
の

時
期
、
こ
の
瞬
間
は
身
震

い
を
憶
え
る
。

広
島
を
通
し
て
見
え
て
く
る

平
和
と
か
自
由
、
拘
わ
る
人
々
、

強
い
て
は
日
本
人
と
し
て
の
考

え
方
や
在
り
方
は
今
後
も
多
種

多
様
で
あ
る
し
、
こ
う
い
っ
た

平
和
に
纏
わ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
度
、
数
多
の
主
義
主
張

が
錯
綜
の
様
が
見
て
取
れ
る
。

せ
め
て
、
真
実
を
見
紛
う
事

が
無
い
よ
う
己
の
心
眼
だ
け
は

磨
い
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

【
高
田
馬
場
分
会

山
口

真
彦
】

２０２２年９月１０日(土曜日) し ん じ ゅ く 第７３１号

（６）

―

７
面
に
続
く
―

東京大空襲・戦災資料センターを訪問

厳重な警備がされ行われる平和祈念式典

平和記念公園内に設置されている原爆死没者慰霊碑に献花黙祷を捧げる



「
ひ
と
こ
と
」
を
拝

読
し
同
感
。
私
は
殆
ど

の
種
類
が
挿
し
木
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
な
か
な
か

前
進
せ
ず
一
喜
一
憂
。

昨
年
挿
し
木
し
た
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
10
粒
く
ら
い

収
穫
で
き
ま
し
た
が
来

年
は
？
鬼
が
笑
う
か
な
？

【
新
都
心
分
会

東
山

連
子
】

今
年
の
夏
休
み
は
訳

あ
っ
て
自
宅
待
機
。
な
ー

ん
に
も
出
来
ず
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
せ
め
て

実
り
の
秋
に
は
、
美
食

を
極
め
込
み
た
い
所
存

で
す
。

【
高
田
馬
場
分
会

山
口

真
彦
】

毎
日
毎
日
暑

い
日
が
続
き
ま

す
。
そ
の
反
面
今
年

も
雨
の
災
害
が
あ
ち

こ
ち
で
本
当
に
自
然

は
こ
わ
い
で
す
。

早
く
コ
ロ
ナ
も
お

さ
ま
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
皆
さ
ん
も
体
調

管
理
に
気
を
つ
け
て

下
さ
い
ね
。

【
神
楽
坂
分
会

富
澤

寿
美
】

ス
ー
パ
ー
で
根
っ

こ
付
き
の
ミ
ン
ト
を

売
っ
て
た
の
で
、
試

し
に
水
栽
培
し
て
み

た
ら
、
す
く
す
く
わ

さ
わ
さ
と
良
く
育
っ

て
ま
す
。
こ
の
ま
ま
元
気
で
育
っ

て
ね
。

【
高
田
馬
場
分
会

千
田

薫
】

し ん じ ゅ く２０２２年９月１０日(土曜日) 第７３１号

（７）

「
70
才
以
上
で
組
合
員
歴
30
年
以
上
の
組
合
費
減
額
制
度
」
と
「
75
才
以
上
の
組
合
費
減
額
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

●まちがい箇所を

丸印で示し、支部

まで送ってくださ

い。はがき・ファ

クス・メールで。

分会・住所・氏名

を（家族の方は組

合員の氏名も）書

いて下さい。余白

には新聞の感想や

身近なできごとを

「必ず」添えてく

ださい。（未記載は

抽選対象外）

●宛先：

〒１６９―００７４
新宿区北新宿

４―３３―９

東京土建新宿支部
●正解者の中から

１０名に抽選で図

書カードをプレゼ

ント。

●〆切：

９月２６日（月）
アスベストに関わる症状でご心配な方は「毎月最終火曜日午
前中は芝診療所しばしん土建検診デー」を是非ご利用ください。
引き続き、ご無理はなさらずに慎重に来院をご検討ください。

現
在
戦
争
を
体

験
し
た
世
代
は
日

本
人
口
の
１
割
を

切
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
訪
れ

た
こ
と
で
、
戦
争

や
、
空
襲
の
リ
ア

ル
な
現
実
を
知
る

た
め
に
、
自
分
自

身
の
手
で
学
び
、

共
有
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

心
の
マ
ス
ク
を

は
ず
し
て
戦
争
体

験
を
若
い
世
代
へ

語
り
伝
え
て
行
く

事
、
頑
張
り
た
い

も
の
で
す
。

【
落
合
西
分
会

佐
藤

金
三
】

担当者から空襲についてお話をうかがう



ご入学おめでとうございます！ 

土建国保と仲間の健康を守る運動の強化 
東京都宛て国保予算要求はがきにご協力下さい。 

1人はがき1シート4枚を目標にとりくみます。 

8月～9月で東京都あて、10月～11月で財務省

あてです。 

東京都宛はがきの締め切りは 9月 20日（火）

までに、新宿支部必着でお願いします。 

資材高騰等においての請負契約の約款等

の対応について 
資材の高騰、納品の遅延等に対応する工期や

金額変更ができる請負契約書や契約約款を準備

することが自分たちを守ることにつながりま

す。以下は対応の概要の例です。ご確認下さい。 

事業者が請負契約を結ぶ場合には、「物価、

賃金が変動（激変等の表現は使わない）し、請

負代金が適当ではないと認められる時は納期の

遅れなどによる工期の変更が可能になるように

契約の条件変更を可能にする規定を設ける必要

があります」 

 

組合事務所閉所について 
10月 3日（月）午後 書記局会議 

上記日程で、事務所を閉めさせていただきま

す。※ご不便をおかけ致しますが、何卒よろ

しくお願い致します。 

土建国保のコロナ特例対策 
コロナ感染した場合の感染症手当金 

対象期間が 6月末⇒9月末までに延長されまし

た。 

コロナの影響による収入減の国保料免除制度 
減少 50％で 4カ月、40％で 3カ月、30％で 2カ月分 

締め切りは国保組合に 11月 18日（金）必着です。 

不明な点がありましたら、支部までお問い合わせく

ださい。 

 

8 月はお休みです 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群会議の話題 
無料法律相談会 

申込みは組合まで℡０３（３３６２）２１６１ 

9 月 20 日（火）  ／ 10 月 20 日（木） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３話でご予約下さい。 

No397 号（2022 年 9 月 10 日）  東京土建新宿支部 

「建設業の働き方改革～人を大事にす

る事業所が成長する」セミナー 
［日時］10月 24日(月)19：00～20：30 

［場所］けんせつプラザ東京 5階 

［テーマ］働き方改革-賃金・手当の検討 

［講師］北村博昭 社会保険労務士（元東京土

建本部書記次長） 

建設業でも労働時間管理、就業規則・36協定

の届け出など各種手続き等、労基法遵守が求め

られています。☆東京土建では、良好な労使関

係(事業主・労働者)づくりをめざし、双方の相

談を受け付けております。 

9月も暑い日々が続きます！ 

熱中症に気を付けましょう！熱中症も

職業病（労働災害）です 
今年も、コロナ対策と合わせた熱中症対策

が重要です。熱中症は、なる前の予防対策が

重要です。熱中症の症状は、最悪の場合、死

に至ることもあります。まめな水分補給と十

分な睡眠と休養で疲労に負けない体づくりが

必要です。仕事中の熱中症の治療には労災保

険が適用されます。また、ゼネコン現場等で

対策が不十分な事例があれば、組合へ情報を

およせください。★空調服の特別価格斡旋有 

 

【厚生年金算定基礎届受付】  
★年金事務所の総合調査の連絡があった場合

は、事務委託の有無に関わらず、事前対策のた

め支部へご相談ください。 

★事務委託の無い事業所は、算定基礎届（提出

後収受印あり）または、後日届く決定通知書を、

支部へ FAX（03-3362-2289）をお送り下さい。 
仲間を増やす「秋の拡大月間」スタート 

組合加入対象者の方をご紹介ください 
組合の仲間を増やす大運動、秋の拡大月間がい

よいよ始まりました。9～10月に 70人の仲間を

増やすことを目標に取り組んでいます。コロナ関

連の相談対応、10月 24日「建設業の働き方改革」

セミナーなど新宿支部の様々な取り組みを知っ

てもらい、より多くの声掛けで活動を盛り上げて

いきましょう。また、分会・群の仲間のつながり

を深める組織強化月間としましょう。 

今月 9月の納入 10月分から組合費（会館

建設資金）が 500円上がります 
ご理解とご協力を何卒よろしくお願いいたし

ます。年齢に関わらず新宿支部の全組合員一律

500円 UPのご負担のご協力、何卒、お願いいた

します。 

 

(8)



群会議の話題版

申込・問合せ先 新宿支部 電話03-3362-2161

受講料 受講資格／対象 内　　　容

  １０ /１１～１２（火水）

　技術研修センター（池袋）

  １１ /２９～３０（火水）

　技術研修センター(池袋)

  １１ /２６～２７(土日）

　調布支部会館

4 次回来年２月予定

5 次回１２月予定

  １０ /２５～２７（火水木）

　技術研修センター（池袋）

  ①　９ /２１～２２（水木）   ②１１ /１６～１７（水木）

　①技術研修センター（池袋） 　②技術研修センター（池袋）

  １０ /１８～２０（火水木）

　 技術研修センター（池袋）

50 次回１２月予定

 　①技術研修センター（池袋）  　②技術研修センター（池袋）

  １０ / ２６（水）

　　技術研修センター（池袋）

15 次回１２月予定

  １１ / １６（水）

  技術研修センター（池袋）

 ①  １０ / ２３（日） ②  １１ / ２２（火）

 ①板橋支部会館  ② 技術研修センター（池袋）

18 次回来年１月予定

  １１ / ２９（火）

　技術研修センター（池袋）

20 次回未定

  １０ /　４（火）

　技術研修センター（池袋）

① １０ /２３（日）多摩西部支部会館 ➂ １１ /８（火）技術研修センター

② １０ /３０（日）葛飾支部会館 ④ １１ /１３（日）杉並支部会館

   １１ /　９（水）

 　技術研修センター（池袋）

   １１ /１０（木）

 　技術研修センター（池袋）

   １１ /１０（木）午後

 　技術研修センター（池袋）

   １１ /１０（木）

 　技術研修センター（池袋）

   １１ /　９（水）～１１ /１０（木）

 　技術研修センター（池袋）

   １１ /　８（火）～１１ /１０（木）

 　技術研修センター（池袋）

27 18歳以上

28 18歳以上

  １１ /１８～２０(金土日)

　足立支部会館

 １０ /２７～２９（木金土）

　１日目･２日目 技術研修センター、３日目 足立支部会館

次回１２月予定

13 次回来年３月予定　（機体重量3t以上）
整地・運搬・積込・掘削
用機械の運転

80 次回来年３月予定　（機体重量3t以上）

 １１/１１～１２（金土）

　西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

51

52  １１/１１～１３（金土日）西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く） 18歳以上

60 次回12月予定

新規

更新

建築士講習（NPO東京土建ATEC）　
お問い合わ
せください

 １１/２９～３０（火水）けんせつプラザ東京（東京土建本部会館）　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 　全建総連主催（申請書は全建総連版・チラシ参照）

18歳以上

入職者に対して事業所が行う法定の「雇い入れ時教育」の一部
を実施、「足場」「熱中症」２つの特別教育も取得できる割引コー
ス

 １０/　７～８（金土）多摩職業能力開発センター(立川市)

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

外
部 高所作業車

玉 掛

 １０/２４～２５（月火）※アイチ主催　アイチ立川教習所（立川市）

小型移動式クレーン

 １１/２４～２６（木金土）城東職業能力開発センター（足立区）

整地技能講習修了者

12Hｺｰｽ：小型移動式クレーン運転技能講習修了者

車両系建設機械
（整地等）技能講習

フォ－クリフト
小型車両系建設機械特別教育修了後、実務経験
3～6ヶ月

溶
接

21

つり上げ荷重5ｔ未満の
移動式ｸﾚｰﾝ運転

56

ロープ高所作業

電動工具安全取扱

セットコース

特
別
教
育
な
ど

25

16

職長・安全衛生責任者
能力向上教育

低圧電気

43

19

10

地山 及び 土止め
の掘削　　　　支保工

7

8

17

44

49

11

酸欠・硫化水素

熱中症

振動工具・刈払機

48

丸のこ

酸欠・硫化水素特別教育

18歳以上
小型整地・運搬・積込・掘削用※特別教育修了後の実務
経験で技能講習（3t以上）が2～3日に短縮受講可

他 増改築
相談員 2023年3月更新または2022年3月未更新者

 １１/１３（日）西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

管理建築士になる方　１１/８（火）技術研修センター（池袋）

◆新型コロナウイルス「三密」回避対策として定員を減らして開催します。今後の状況などによって中止になる場合がありますのでご承知おき下さい◆

管理建築士講習

青年部員への「青年部チャレンジ助成金」を活用しましょう。80％以上出席が条件。特別教育も対象(新入職者は特別教育修了者に限る)。外部講習は組合受付に限る。

締固め用車両の運転（実技あり）

小型車両系（整地用）特別教育修了者 ※修了証添付

　①１１/２４（木）技術研修センタ―（池袋）　②１２/１４（水）技術研修センタ―（池袋）専
用

建築士定期講習 ３年度ごとに受講義務

12 （☆☆☆　組合主催　☆☆☆）

電動工具で使う仮設電源の開閉器の操作に必要な教育18歳以上

18歳以上

18歳以上

（☆☆☆　組合主催　☆☆☆）

石綿が使用されている建築物等の解体・リフォームの作業
に従事する労働者は、作業前に受講が必要

18歳以上

つり上げ荷重１ｔ以上のｸ
ﾚｰﾝ等の玉掛

高さが２ｍ以上の箇所において作業床を設けることが困難
な場合は、フルハ－ネス型を用いて行う作業に必要

18歳以上

作業主任者修了者はおおむね5年毎受講が望ましいとされています

20歳以
上が相応
しい

職長・安全衛生責任者教育
(RA含)修了者 ※修了証添付

特定化学物質

東京土建一般労働組合　技術対策部

型枠支保工
の組立て等

経験
３年以上

高さ5m以上の鉄骨の組立て・解体の作業

2022年9月

職業訓練法人東京土建技術研修センター主催。申込は所属の支部事務所へ、受講申請書・受講料・認印・顔写真1枚(30×25㎜・パソコン講習は不要)を持参します。　※締切は１４日前（締切
後は不可）。　※遅刻厳禁。また技術研修センターには駐車場がありませんので、車での出席はお控え下さい。　※雇用保険助成金は申込前に支部へご相談ください。

日　程　（開始９時～または８時30分～）

2

軒の高さが5m以上の木造建築物で、構造部材の組立て、
屋根下地、外壁下地、建具枠の取付作業

今月の講習会募集【組合員向け案内】

3

木造建築物
の組立て等

講習番号と講習名

作
業
主
任
者
（

共

済

・

資

格

取

得

祝

金

対

象
）

9

有機溶剤

石  綿

ｺﾝｸﾘｰﾄ解体

掘削面高さが2m以上となる地山掘削と土止め支保工組立
て(腹おこし､切りばり､中間杭火打ち等)作業

1
経験
３年以上

ｺﾝｸﾘ打設に用いる型枠支保工の組立て・解体作業

※2015年7月以降の経験は                   
                          特別教育修了証の添

付が必要です

鉄骨の組立て等

経験
３年以上

18歳以降の
経験３年以上

足場
の組立て等

18歳以上

18歳以上

18歳以上

つり足場、または高さ５m以上の構造の足場の組立･
解体･変更の作業

高さ5m以上のコンクリート造の工作物の解体・破壊

有機溶剤指定物質のほか、塗料・ｼﾝﾅｰに含有のｴﾁﾙﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝや塗料剥離剤のｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等を扱う作業

足場組立て・解体・変更の作業に必要。脚立足場・可搬式
作業台の連結・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ等も足場扱いになります

18歳以上

建築物の解体・改修で石綿が含まれる建材を除去する作
業

暗渠・マンホール・槽・ピットなど酸素欠乏症や硫化水素中
毒にかかるおそれのある場所での作業

常時現場で直接指揮監督する「職長」と、元請との間で仕
事の連絡・調整する「安全衛生責任者」となる方への教育。
リスクアセスメント教育も実施します

暗渠・マンホール・槽・ピットなどでの作業

防水材などに含まれる特定化学物質を扱う作業

国の新たな指針が示され、おおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

グラインダ（自由研削砥石）運転、砥石取替作業に必要

18歳以上

丸のこは使用頻度が高く、事故も多発し重症となる例も多
いため、正しい知識を基本から学びます

18歳以上

18歳以上

職
長

14
職長・安全衛生

責任者教育
(リスクアセスメント含む)

新入職者教育

足場能力向上教育

ビルの外装清掃・のり面保護工事・屋根工事・板金工事な
どでロープを使用する作業（実技あり）

振動工具と刈払機の教育を一日で同時に実施

18歳以上

14Hｺｰｽ：自動車免許（普・中・大）所持者

「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育３つセットの
割引コース

熱中症は建設現場で多く発生しており、早めの対策が必
要なことから、予防教育を行ないます

可燃性ガスを使用する溶接・溶断の作業に必要

18歳以上
「石綿」「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育４つ
セット割引コース。改修工事は石綿も必要となります

多くの組合員に必要とされる「丸のこ」「熱中症」の２つの特
別教育を同時に取得できる、セット割引コース

新築・リフォ－ム経験10年以上

18歳以上

アーク溶接作業は作業前に受講が必要

整地等用

　新規は９時～、更新は午後２時１５分～（2022年3月未更新の方も）

ロ－ラ－特別教育

解体用

※ﾘﾌｫｰﾑｾﾝﾀｰへの登録
料込み

 ①１１/１５（火）技術研修センター　②2023 ２/７（火）技術研修センター

石綿・電動工具
セットコース

ガス溶接 技能講習

自由研削砥石

車両系建設機械
(解体)技能講習

丸のこ・熱中症
セットコース

アーク溶接 特別教育

足場特別教育

石綿特別教育

フルハ－ネス　　　　
　特別教育

23

26

24

　②１１ /１～２（火水）　①１０ /５～６（水木）

 　１１ /１５～１６（火水） 技術研修センタ－（池袋）

22

建
設
機
械

整地等＋
解体ｾｯﾄ

整地等用と解体用を同時に取得できる、セット割引コース

小型車両系
建設機械
特別教育
（3t未満）

(9)



新宿支部総合日程表 ※⑩は10時の意味です 【20220902】

支部のとりくみ 分会 本部・各団体、全国・全都行動などのとりくみ

9月：
8 木 執行委員会

9 金
分会配布
健チャレ表彰グランクリエイト訪問⑨30（関口・秋
山）

高田馬場分執＆作戦会議 主婦の会活動者会議⑩30～⑮30（日本教育会館第一会議室）
社労士ネットセミナー「就業規則のポイント」⑬30（WEB併用）（書記・職
員）（川江）

10 土
しんじゅく耐震フォーラム（新宿駅西口広場イベ
ントスペース）（新宿耐震協議会）⑩～⑱
（YouTubeで動画配信・予約不要）

余丁町分執
大久保分執 （新宿耐震協議会）

11 日
しんじゅく耐震フォーラム（新宿駅西口広場イベ
ントスペース）（新宿耐震協議会）⑩～⑯
青年部会

青年部活動者会議⑩（青年部活動家・担当書記）

12 月 ことぶき会役員会⑰

落合西分執＆作戦会議・対話行動（川村事務
所）
新都心分執＆出陣式（支部4階）
四谷分執＆出陣式

13 火 新宿区議会第三回定例議会の陳情提出締切
第3回財政部会（招集型）
第2回書記局給与検討委員会⑮

14 水

税務調査対策研修会⑩（WEB併用）（講師予定の組合員2号・書記・職
員）
東京社保協・中央社保協　社会保障拡充巣鴨宣伝⑫～⑬（支部1人・
1号）
第２回インボイス制度講師養成講座⑭（WEB併用）（講師予定の組合
員、書記（組合員は１号動員））（秋山）
石綿作業主任者講習会（足立支部会館）

15 木

神楽坂分執＆出陣式（支部4階）
石綿作業主任者講習会（足立支部会館）
書記長会議⑩（本部会館招集型）（半澤）
新宿社保協事務局会議⑮土建

16 金
アスベスト定例宣伝⑰（大久保駅前）（分会2％）
（秋山・大槻）

高田馬場分会財政＆作戦会議
第２回労働対策部会兼東京都連安全衛生大会（粂確認中・秋山）
取材に役立つ写真講座⑩～⑯（部長・部員・担当書記から支部1人）
（欠席）
インボイス制度学習会の講師養成講座（役員・書記向け）
第2回統制委員会⑲30

17 土 落合西分会財政＆作戦会議・対話行動
18 日 落合西分会住宅デー 第３回賃金対策部会

19 月
さようなら原発集会⑬30（代々木公園野外音楽堂Ｂ地区）（支部5人・1
号）

20 火
納入日
法律相談⑬30～⑯
住宅センター定例会議

専従役員会議
都議会開会日行動⑫（都庁第一庁舎前地上歩道）（支部5人・1号）

21 水
ことぶき会子ども工作教室⑬～⑯（柏木小学校）
社保・税金対策部会

第3回教宣部会

22 木

みんなの会事務局会議⑨30（東京法律）（大槻）
主任書記会議
本部大規模現場宣伝⑯30（虎ノ門・麻布台現場「六本木一丁目」駅4
分）⑯15集合（都心区支部2人（役員1人+秋山）

23 金
東京地評大会⑩（すみだリバーサイドホテル）（招集型）（本部役員対
応）

24 土
25 日 大久保住宅デー(中止) 東京原水協の原水禁世界大会報告会⑭

26 月
常任会議
新宿社保協宣伝⑰（四谷三丁目丸正前）
都心区対策委員会⑰（本部2階）（角谷）

27 火 西部ブロックPAL役員会⑲（渋谷支部会館）
「国葬」反対9.27国会正門前大行動⑭（国会議事堂正門前）（支部5
人・1号）
最賃1500円実現新宿アピールデモ⑱（新宿東口アルタ前）（1％）

28 水
区役所ロビー相談会⑬～⑯（担当：中小・新宿建
築組合）
会館建設検討委員会＆どけんまつり実行委員会

都連2022年度建設業許可動画説明会WEB併用⑭～⑯（川江・秋山）

29 木
行政書士セミナー「許可関係実践編」⑬30（WEB併用）（書記・職員）
（秋山）

30 金
マイナンバー反対宣伝⑫（新宿駅西口）（支部2人）
みんなの会駅頭宣伝⑱（若松河田ライフ前）（1％）
新宿社保協幹事会⑱30民商

10月：

1 土
みんなの会憲法フォーラムⅣ「自民党改憲草案が示す人間像・社会
像」⑬30（東医健保会館）（分会2％）

2 日

3 月 書記局会議
中執
全都拡大推進委員会⑬～⑭頃

4 火 四役・常任会議 書記・専従役員会議

5 水
じん肺キャラバン東京出陣行動⑫～⑬（新宿駅西口・小田急百貨店
前）（三多摩支部３人・１号動員）

6 木 執行委員会

2022年　（4月1日に5月31日までの行を2020年度データからコピペすること！）
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復興支援新宿・杉並合同ボランティア 

2022年 11月 19日(土)～20日(日) 
南相馬市とその周辺地域はめまぐるしく変わってきて 

います。杉並支部は震災当初からずっと、変わりゆく 

南相馬市をボランティア活動を通して見て来ました。 

6年前から新宿支部も参加するようになり、 

現地の様子を、実際に見ることでしか分からない事を 

沢山得ることが出来ました。 

今年で１2年目の復興支援、是非この機会に参加して 

みませんか？ 

７０歳未満の体力のある方ならどなたもご参加大歓迎です。 

福島県南相馬市での参加費無料のボランティア

(1日目の朝食(バスに乗る前)と 2日目の夕食(バスに乗った後)は出ません) 

福島は、まだまだ皆さんの力が必要です！！！！！ 
 

 

 

 

 

 

 

  氏   名 年 齢 電 話 番 号 

1       

2       

3       

ご参加希望の方は、下記にお名前をお書きの上、支部まで FAX03-3362-2289 

もしくは「11/19～20復興支援参加希望」とタイトルをつけて支部のメールアドレス 

shinjuku@tokyo-doken.or.jpまでお名前と連絡先、事業所所属の方は事業所 

名を記載したものをお送りください※70才未満の体力に自信のある方が参加対象です。 
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※東京土建にまだ加入されていないお仕事のつながりの方もお誘い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご記入の上、ＦＡＸかＭＡＩＬにて、ご返送くださいますようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

ゴム印で OK  以下に○をつけてください 

会場へ来所して参加 ・ WEBで参加 ・ 個別相談を希望 
 

事業所名 

事業主名 

所在地 

電話番号 

出席者のお名前 

東京土建新宿支部 
【お問合せ】３３６２－２１６１

FAX03-3362-2289 

MAILshinjuku@toky

o-doken.or.jp 

◆労働者 1人でも就業規則って必要？だれのためにつくるもの？ 

◆「36協定」って何？ 夕方現場以外の作業の扱いは？土曜日の扱いは？ 

◆時間労働（残業や休日出勤）はいくらでも可能？ 

◆労働基準法って厳しいけど、建設業ではね…などなどの疑問がたくさん… 

★作業員の方も、事業主の方も“一人親方”も、ぜひお気軽にご参加ください。 

東京土建新宿支部 

と き：１０月２４日（月）１９時～ セミナー 
 

ところ：けんせつプラザ東京（東京土建本部会館）新宿区北新宿 1-8-16 

ＪＲ大久保駅徒歩３分・ＪＲ新大久保駅徒歩７分 
 
講 師：北村博昭 特定社会保険労務士(東京土建本部社労士ネット) 
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